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●＜ろん・ぽわん＞椅子はおもしろい 了

●大学教員ノート 第15 回

　―移動図書館は心のなかに生き続けている―

●北の公民館図書室から 続

　―新人司書の奮闘―

　木工に関心が向いた頃、ＤＩＹが流行り始めた

のもあって、郊外のホームセンターが充実して、

都心ではハンズという手作り用品専門店も登場し

た。『ＫＡＫＩのウッドワーキング』( 柿谷誠 著

／情報センター出版局／ 1982 年 ) に出会ったの

もそんな頃だった。アマチュアを念頭においた啓

蒙書のような位置付けだろうか。柿谷が作ってみ

せるロシア産ベニマツを使った本格的な家具を、

いつか作ってみたいと思うのだがベニマツという

材料が残念ながら入手できずにいる。

　久しぶりに柿谷誠の本を手に取って驚いた。

その柿谷が自著の冒頭に、スペインのアンダル

シア地方の小さな村グアディスまで白木の椅子

つまり「ゴッホの椅子」の制作現場を見に行っ

たと書いているではないか。美術学校の学生時

代に美術雑誌で読んだ小さな記事がずっと頭の

片隅にあったという。プロとして家具を手がけ

るきっかけになったとも。こちらも柿谷がこん

な経緯で「ゴッホの椅子」につながっていたと

今頃気づくなんて。

　陶芸家の濱田庄司が「ゴッホの椅子」を追い

続けて、自らスペインから輸入し百貨店での販

売にまで関わった話は前号でふれたが、濱田は

もうひとつイギリスの民衆家具にも強い関心を

持ち続けた。ウインザーチェアだ。おそらく出

会いはバーナード・リーチに誘われてイギリス

に滞在していた頃だろう。（『ゴッホの椅子 : 人

間国宝・黒田辰秋が愛した椅子。その魅力や歴史、

作り方に迫る』久津輪 雅 著／Ｂ５変形判／誠

文堂新光社／ 2016 年）

　ウインザーチェアとは、座面に張り地はなく木

の板のままで、角度のついた４本の脚は座面の裏

側に差し込まれ、背も数本の棒材が座面に差し込

まれて固定された素朴で実用的な椅子だ。もとは

ウインザー地方で民衆家具として 17 世紀末頃か

ら作られるようになったと伝わる。背の部分がコ

ムバック (櫛型 )とボウバック (弓型 )の二つの

基本形から出発したようだ。現代では、様々なバ

リエーションが登場しているが、伝統工芸という

よりはパブやカフェの椅子さらには学校家具とし

て、また工場生産品の椅子としてイギリスのみな

らずアメリカでも歓迎され普及していく。

　イギリスではアーコール社が 1950 年頃ウィン

ザーチェアの生産を手がけ人気を博したものの、

ほどなく飽きられていた。

　ところが 21 世紀に入って、ファッション・デ

ザイナーのマーガレット・ハウエルが復刻に乗り

出した。彼女自身子ども時代から学校でウイン

ザーチェアに親しんでいたようだ。ウインザー

チェアの優れたデザインや実用性に魅了されてい

た彼女はアーコール社にラブコールを送りコラボ

を実現させた。もちろん自社でも販売している。

　椅子にまつわる話は興味が尽きない。（埜村太郎）
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　建物の図書館としての建設ではなく、自動車と

しての移動図書館に何を期待していたのか――地

域の独自性や内発性に光をあて、地域で暮らし働

く一人ひとりの思いに耳を傾けながら「小文字」

で記録していきたい――という問題意識が本研究

をはじめたきっかけである。

和光市役所、和光市図書館、そして和光市の数

多くの皆様のお力添えにより、『移動図書館をつ

くったまち：地域文庫、図書館、そして「やまび

こ号」』（石川敬史、中岡貴裕編著／郵研社／

2026）を刊行させていただく機会に

恵まれた。

この問題意識は、拙著の「はじめ

に」の冒頭に刻んだ言葉でもある。

編著者の中岡貴裕さん（和光市教育

委員会事務局生涯学習課）ととも

に、2018年度から本格的に研究を開

始した。中岡さんの多大なるお力添

えにより、コロナ禍を乗り越え、刊

行に至るまで調査・研究を地道に積

み重ねることができた――研究は一

人では成り立たないことを、あらた

めて実感している。

実は「やまびこ号」の運転経験が

あるんですよ。

　2016年11月3日、和光市図書館の下新倉分館が

開館した。このとき、のちに本研究でインタビュ

ーや資料調査にご協力いただくことになる栁下昇

さんから、ふと、こんな言葉をいただいた。開館

当日には、オープニングセレモニーのほか、館内

コンサートやワークショップなどが開かれた。図

書館の皆さんの思いが伝わる一日であった。この

オープニングイベントのひとつとして「開館記念

講演会」があり、登壇のお声がけをいただいた。

大変光栄なことである。ここで「図書館のチカラ

～地域の伴走者として～」と題して、和光市図書

館を「移動図書館から開館した図書館」として、

その歴史に触れさせていただいたことが契機とな

った。そして、多くの皆様との関係を築くことが

できた――あらためて、研究は一人では成り立た

ないことを痛感した。

このような場で本当に申し訳ございません

が……。

2024年10月26日、和光市図書館

本館での「図書館まつり」初日であ

る。直木賞作家で、かつて和光市に

在住していた中島京子先生の講演

会「わたしがこどもだったころ」が

開催された。会場は満員であった。

団地の自治会文庫のご経験、そして

何よりも中島先生と参加者との距

離の近さに、静かな熱のようなもの

が満ちていた。その場にいる誰も

が、どこかで同じ記憶に触れている

かのようであり、あっという間の90

分であった。かつて、編著者の中岡

さんとともに団地自治会文庫や親子

読書会の皆様へインタビューさせて

いただいた記憶がよみがえった。

終了後、サイン会の長い列の最後尾に並び、ド

キドキしながら順番を待った。（失礼をお許しいた

だきたいが……）拙著の巻頭へのご寄稿のお願い

である――本を編むということは、多くの方々と

の関わりのなかで初めて成り立つのだと、あらた

めて感じた。

もちろん、いいですよ。私でよろしければ。

2024年12月1日、混雑する新大阪駅のホームであ
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イストのオラシオさんとの対談の機会をいただい

た。これまでにお付き合いのある親しい方々、懐

かしい方々、石川ゼミの卒業生、産学連携で取り

組んでいる企業の方々をはじめ、多くの皆様にお

越しいただき、会場は満席となった。感謝の気持

ちでいっぱいである。数々の図書館を公共交通機

関のみで歩き、『図書館ウォーカー』（日外アソシ

エーツ／2023）を編まれたオラシオさんとの対談

は、かねてから実現したいと考えていた。地域と

図書館と歴史、そして自身の経験を語りあい、あっ

という間の90分であった――ここでもまた、地域文

庫、図書館、そして「やまびこ号」が私たちに残し

たものについて、ともに考えることができた。

＊　＊　＊

　本研究を中岡さんと重ねていくうちに、当初の

問題意識を大きく越え、拙著の目的として、和光

市の図書館を考える契機に、そして全国各地で移

動図書館を担っている方々が、その歴史と展望を

考える契機になればという思いが強くなっていっ

た。なぜならば、地域でともに生きる一人ひとり

の歴史のなかに、地域文庫、図書館、そして「や

まびこ号」が輝いていたからである。

移動図書館は心のなかに生き続けている

（いしかわ　たかし：十文字学園女子大学）

 

ったと記憶している。日本図書館文化史研究会の

研究例会が大阪市内で開催され、その帰路、地下

鉄で新大阪駅へ向かう國學院大學の新藤透先生と

ご一緒させていただいた。車内では、この日の研

究例会のこと、近年の図書館史研究のこと、大学

のこと、そして和光市の移動図書館史研究につい

てお話をさせていただいた。ちょうど、拙著の企

画・構成を郵研社とともに考え、執筆を始めてい

た時期でもあった。日本図書館史研究を精力的に

進めておられる立場から、本研究と拙著を客観的

にご評価いただきたいという思いがあった――本

を編むとは、多くの方々との関わりのなかで進ん

でいくものだと、ここでも実感した。

まずは、本書刊行・本調査にあたり、多く

の皆様のご協力、ご支援を賜りましたこと、

深く感謝申し上げます。

　2026年2月28日、和光市図書館下新倉分館にて、

市民図書館講座として出版記念の会を企画いただ

いた。当日は、市長、議員、新藤透先生をはじめ、

図書館協議会委員、和光市役所の元職員、そして

本研究でインタビューに応じてくださった皆様な

ど、多くの方々が駆けつけてくださった。「図書館

の記憶と記録～大和町から和光市への歩みを図書

館の歴史からたどる～」と題してお話しさせてい

ただいた冒頭のあいさつである。私ばかりに光が

当たってしまい、恐縮する思いであった。

編著者の中岡さんをはじめ、和光市役所・図書

館の皆様、そしてインタビューに快く応じてくだ

さった皆様こそが主役である――地域文庫、図書

館、そして「やまびこ号」が私たちに残したもの

について、ともに考える時間となった。

本日は、ご参加いただきましてありがとう

ございました。みなさまのお気持ちに深く

感謝いたします。

2026年3月3日の夕方、あいにくの雨であった。

紀伊國屋書店新宿本店のアカデミックラウンジに

て、拙著の出版記念も兼ねて、ライター・エッセ

移動図書館をつくったまち
―地域文庫、図書館、そして「やまびこ号」―
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この町には図書館法を根拠とする公共図書館は

なく、社会教育法に基づく公民館事業の一つとし

て図書室があります。勤務しているのは中央公民

館内の町唯一の図書室です。

当室では、現在約14,000冊の本を所蔵していま

す。その内訳は、一般書が約8,000冊、児童書が約

6,000冊。一般書の棚をみると、多くを占めている

のは９類でその半数が日本の小説です。一方で海

外小説はそれほど多くありません。それ以外の分

類は３類、７類が比較的多くそれぞれ同じくらい

の蔵書数となっています。

以前勤めていた東京の地域図書館と比べて驚い

たのが、文庫本の少なさです。多くの図書館では

文庫本を専用の棚にまとめますが、当室では冊数

が限られていることもあり、単行本と同じ棚に混

配しています。なぜ文庫本が少ないのかと考えて

みると、この地域ならではの理由が見えてきます。

当室は高齢の利用者が多く、どうしても文字の小

さい文庫本は敬遠され、ゆったりと大きな文字で

読める単行本が好まれます。そんな地域のニーズ

が、図書室の蔵書を作っているのだと感じます。

児童書は、絵本と読み物がそれぞれ３割ほどを

占め、バランスよく配置されています。海外の読

み物や、小中学生向けの文庫もそろえています。

月に１回小学校へ朝読書用の本を貸し出している

のでそれも意識した選書をしています。

新刊案内が届かない！

これまで私は、東京の地域図書館の児童担当と

して、中央図書館に児童書の補充希望を出す立場

にありましたが決定権限はありませんでした。今

まで自館に置きたい本が選べず歯がゆい思いをし

た経験があるので、今は自分で本を選べる喜びを

感じる一方、図書室全体の選書という責任の重さ

に身が引き締まる毎日です。

一番の悩みは、新刊情報の収集です。ここに来

るまで当たり前にあると思っていた新刊全点案内

のようなカタログや出版社の新刊情報チラシは当

室には届きません。新刊全点案内は冊子版で年間

約76,000円、ＷＥＢ版でも約30,000円、当室にと

ってはコスト面が壁となり、導入が難しい状況に

あります。そのため色々なサイト、出版社のＨＰ、

新聞の書評等、幅広くチェックするのでとても時

間がかかります。休日には隣市の書店まで足を運

び、店内の売れ筋をチェックして動向を把握する

とともに、実際に本を手に取り、内容のわかりや

すさはもちろん、文字の大きさやレイアウトが利

用者にとって読みやすいものか、直接確かめるよ

うにしています。

書店もない！

町の唯一の書店が昨年４月に閉店したため、現

在は隣市の教科書取扱会社に本を注文していま

す。地元の書店から情報を得ることが難しくなっ

た分、私自身がより確かな目を持って本を選ぶ必

要があります。蔵書の鮮度を保つことも大切な仕

事の一つです。小説以外の棚を見てみると、出版

から10年以上が経過した資料が多く残っていまし

た。これは児童書についても似たような状況で、

情報の古くなった実用書や、新しい版が出ている

図鑑等は少しずつ入れ替えていきたいのですが、

一冊の価格が高い場合は予算を思うとつい発注を

ためらってしまうこともあります。当室の利用者

の多くは新しい小説を心待ちにされているので、

限られた予算の中で、小説とそれ以外の分野をど

うバランスよく揃えていくか、いつも悩みます。

購入した本の装備は私が行っていますが、ブッ

カーがけについては一人のボランティアさんに支

えられています。いつも快く引き受けてくださる

協力体制には感謝に堪えません。今年度からは嬉

しい変化があります。これまで２誌しかなかった

雑誌について、新たに予算を確保することができ

ました。近隣自治体の事例も参考に、雑誌４誌を

購入し、新規利用者の獲得や最新情報の提供に繋

げようと意気込んでいます。

（つるた なつこ：公民館図書室）

鶴田　夏子

北の公民館図書室から 続

　―新人司書の奮闘―
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